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中尾殿之谷横穴群

宅地造成中に発見された横穴群

埋蔵文化財包蔵地

▼第１～３号墳(全景)

▲第１号墳内の敷石

▲第２号墳内の敷石

　平成６(1994)年10月３日に、新野地区中尾の

五嶋誠吉氏が宅地造成のため自宅の裏山を重機

で掘っていた際に、古墳時代の須恵器３点を発

見したことにより、中尾殿之谷横穴群の存在が

判明しました。そして、緊急発掘調査が実施さ

れ、第１号墳以外に、第２・３号墳が存在して

いることが確認されました。発掘調査の結果、

天井部崩落などにより本来の横穴の構造や形態

などを明確にすることはできませんでした。

　第１号墳では直径10～20の河原石が玄室の

奥に隙間なく敷き詰められていましたが、２号

墳は、河原石が玄室の奥壁に沿って三日月形に

６～15程を敷いた特徴的な形態でした。また、

周辺壁面の確認調査の結果、全部で７基の横穴

が存在していることが判明しました。

　須恵器の年代から第１号墳は７世紀中頃に造

られたと考えられます。
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市内新野地区

中尾殿之谷横穴群

▲各号機の対応工程

使用済み燃料搬出完了予定

使用済み燃料搬出完了予定
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